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Ⅰ 統一的な基準による財務書類の基本的事項 

Ⅰ-１ 財務書類４表の相関関係 

 財務書類４表の相関関係は下図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①貸借対照表の資産のうち、「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末残高に

本年度末歳計外現金残高を加えたものと対応します。 

 ②貸借対照表の「純資産」の金額は、純資産変動計算書の「本年度末残高」と対応しま

す。 

 ③行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。 
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Ⅰ-２ 財務書類の対象範囲 

 「一般会計等財務書類」、「全体財務書類」及び「連結財務書類」の対象となる団体

（会計）は下図のとおりです。 

 なお、連結対象となる第三セクターは、市の出資比率が５０％を超える団体、または市

が業務運営に実質的に主導的な立場を確保している団体を対象としています。 

 

※令和５年３月３１日に一般会計等における病院事業清算費特別会計は廃止しておりま

す。 
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Ⅱ 財務書類の内容 

Ⅱ-１ 貸借対照表 

（１）貸借対照表の概要 

 貸借対照表とは、年度末時点において学校や道路、現金などの資産をどれだけ保有して

いるのかを示すと同時に、その資産を取得するための財源がどのように調達されているの

かを示した財務書類です。 

 

（２）市民一人あたりの貸借対照表 

 令和７年４月１日現在の住民基本台帳人口 157,987人に基づき算出しています。 
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Ⅱ-２ 行政コスト計算書 

（１）行政コスト計算書の概要 

  行政コスト計算書とは、民間企業会計の「損益計算書」にあたるもので、４月１日か

ら翌年の３月３１日までの１年間の行政活動のうち、福祉サービスや道路の除排雪な

ど、行政が提供する資産形成以外の経常的なサービスに係る経費を「経常経費」とし

て、また、その行政サービスに対する使用料や手数料などの受益者負担額を「経常収

益」として示した財務書類です。 

 

（２）市民一人あたりの行政コスト計算書 

 令和７年４月１日現在の住民基本台帳人口 157,987人に基づき算出しています。 
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Ⅱ-３ 純資産変動計算書 

（１）純資産変動計算書の概要 

  純資産変動計算書とは、民間企業会計の「株主資本変動計算書」にあたるもので、貸

借対照表の「純資産合計（＝これまでの世代が負担した金額）」が１年間でどのように

変動したかを示した財務書類です。 

 

 

（２）市民一人あたりの純資産変動計算書 

 令和７年４月１日現在の住民基本台帳人口 157,987人に基づき算出しています。 
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Ⅱ-４ 資金収支計算書 

（１）資金収支計算書の概要 

 資金収支計算書とは、民間企業会計の「キャッシュフロー計算書」にあたるもので、歳

計現金の流れを収支の性質に応じて、「業務活動収支」、「投資活動収支」、「財務活動

収支」の３つに区分して表示することで、どのような行政活動に資金が必要とされている

かを示した財務書類です。 
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（２）市民一人あたりの資金収支計算書 

 令和７年４月１日現在の住民基本台帳人口 157,987人に基づき算出しています。 

 

 


